
石灰石採掘工程の品質・操業・路面管理における「みちびき」利用の実証

○ 国内の石灰石鉱床は高純度な石灰岩が埋蔵されており、高純度な石灰石を必要とするセメント業界等向けに対応する
ため、採掘段階から品位を正確に把握し、管理することが重要。また、採掘現場の運搬に利用されるダンプトラックの燃
料費の割合は高く、運搬効率、燃費、安全走行をより効率的に実施するために重機のトラッキング(経路解析)が重要。

○ 本実証では、みちきびきのSLAS、CLAS、MADOCAを使用した高精度測位情報を活用し、穿孔位置の計測／積込位置の
計測／運搬･投入位置の計測を実施し、鉱山採掘業務への有効性について検証。

○ 穿孔場所から取得した石灰石繰り粉の成分とCLAS高精度測位により、高純度な石灰石分布を正確に把握可能となった。
また、トラックの走行経路と速度から走行面の凹凸状況を把握し、予防的に路面を補修することも可能となる。積込位置
／運搬・投入位置の計測においては、サブメータ級測位以上の情報が必要。鉱山内での測位精度については問題ない
結果となった。

○ 今後の事業展開については、重機情報とみちびきの高精度測位情報を組み合わせ、鉱山採掘業務をより効率的に操業
できるシステム化を推進。また、鉱山業界向けCLAS対応測量キットの開発販売についても推進する。
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